














「日本最後の清流」としても名高い、高知県西部を流れる四万十川。
その支流の中でも最も透明度が高いと言われる黒尊川は、紅葉の名所としても知られている。
毎年11月頃になると鮮やかに色付いたカエデやモミジが渓谷の澄み切った河面に映え、

息をのむような美しい光景が広がる。












